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ケースメソッド教育ハンドブックの第Ⅱ部では、講師（ディスカッションリーダー）の持つ

べき教える技術について述べている。これは、「参加者による主体的な討議を求めつつ」しか

も「講師の教育意図に近い形で教える」ことがどのようなことかを示す試みでもある。ディ

スカッション・リーダーシップの各論についても多数記載してあるので、「教える」という行

為を主に「講義型」で理解している方々には、講義で教えることとは違う教え方のパラダイ10 

ムを実感していただけるであろう。副題を「ティーチングスキル」とせずに「ディスカッシ

ョン・リーダーシップ」としたのは、この言葉の方がケースメソッド授業の講師に求められ

る能力をよりよく表わし、また、この授業運営スキルを根底で支える能力は、ビジネスの現

場で求められるリーダーシップ能力と重なる部分が多いという考え方による。  
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